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山５月の行事予定
１ 日

２ 月 全校朝会

３ 火 憲法記念日

４ 水 国民の休日

５ 木 こどもの日

６ 金

７ 土

８ 日

９ 月 全校朝会

１０ 火 海外派遣説明会

１１ 水

１２ 木 眼科検診

１３ 金 前期生徒総会，貧血検査，尿検査

１４ 土

１５ 日 ノー行事デー

１６ 月 全校朝会

１７ 火 防犯訓練

１８ 水 耳鼻科検診

１９ 木 職員会議

２０ 金

２１ 土

２２ 日

２３ 月 全校朝会

２４ 火

２５ 水

２６ 木 避難訓練

２７ 金 集金日②

２８ 土

２９ 日

３０ 月 全校朝会

３１ 火

四
月
二
十
四
日
、
今
年
度
最
初
の
授
業
参
観
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
一
年
生
は
、
赤
石
先
生
に
よ
る
社
会
、
二
年
生
は
、

小
林
先
生
に
よ
る
道
徳
、
三
年
生
は
、
稲
川
先
生
に
よ
る
美

術
の
授
業
で
、
ど
の
学
級
も
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
熱
い
視
線

、

。

の
中

生
徒
達
も
一
生
懸
命
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

次
回
の
授
業
参
観
日
は
、
七
月
二
十
日
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
次
回
も
多
数
の
ご
参
観
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
後
、
体
育
館
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
十

。

、

七
年
度
の
新
役
員
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た

一
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

顧

問

菱
谷
校
長

会

長

三
浦
敏
勝
さ
ん

副
会
長

工
藤
郁
子
さ
ん･

一
戸
く
み
さ
ん･

羽
賀
教
頭

庶

務

三
浦
孝
子
さ
ん･

柴
田
祥
子
さ
ん･

秋
元
先
生

会

計

岸

久
代
さ
ん･

今
先
生

監

査

渡
辺
富
美
子
さ
ん･

小
田
原
美
恵
子
さ
ん

佐
々
木
利
正
さ
ん

体
育
文
化
部
会
長

明
石
衣
治
さ
ん

広

報

部

会

長

鈴
木
弘
子
さ
ん

一
学
年
部

会

長

佐
々
木
利
正
さ
ん

二
学
年
部

会

長

小
田
原
美
恵
子
さ
ん

三
学
年
部

会

長

渡
辺
富
美
子
さ
ん

一
面
に

白
く
咲
き
誇
る

白
い
花

校
長

菱

谷

豊

章

新
緑
が
目
映
い
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
対

し
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
学
期
が
始
ま
っ
て
一
ヶ
月

以
上
も
経
ち
ま
し
て
、
新
入
生
も
よ
う

や
く
慣
れ
、
学
習
に
部
活
動
に
汗
を
流

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
２
・
３
年
生

は
、
学
習
、
生
徒
会
、
部
活
動
な
ど
に

頑
張
っ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
新
入
生
の
面
倒
を
み
な
が
ら
毎
日

の
学
校
生
活
を
謳
歌
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
私
も
新
入
生
と
同
じ
で
少
し
ず

つ
学
校
生
活
に
慣
れ
親
し
み
、
あ
ち
こ

ち
の
部
活
動
を
見
学
し
な
が
ら
生
徒
達

。

、

と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

ま
た

特
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
の
は

「
朝
の

、

元
気
の
よ
い
挨
拶
」
で
す
。
朝
一
番
に

明
る
い
声
で
、
に
こ
や
か
に
挨
拶
を
受

け
ま
す
と
心
が
ホ
ッ
と
し
て
和
み
ま

す
。今

日
一
日
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う

気
持
ち
が
沸
い
て
き
ま
す

ぜ
ひ

い

。

、「

つ
で
も

「
ど
こ
で
も
」
気
持
ち
の
よ

」

い
挨
拶
を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

ノー行事デー

１ ５ 日 の 日 曜 日
は、生徒が学校を
離れ、家庭でじっ
くり家族との時間
を満喫してもらい

、たいという趣旨で
県内一斉に設けら
れた日です。家族
の時間を有意義に

！過ごしましょう

四
月
二
十
一
日
、
生
徒
会
の
主
催
で
新
入
生
歓

迎
校
内
レ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
入
学
間
も
な
い
新
入
生
と
二
・

三
年
生
が
早
く
仲
良
く
な
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た

も
の
で
、
全
校
縦
割
り
の
男
女
別
４
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
ソ
フ
ト
バ
ー
ボ
ー
ル
で
気
持
ち
の
い
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。

ど
の
チ
ー
ム
も
一
試
合
目
は
、
お
互
い
に
遠
慮

が
あ
り
、
チ
グ
ハ
グ
な
プ
レ
ー
が
目
立
ち
ま
し
た

が
、
時
間
と
共
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
良
く
な
り
、

素
晴
ら
し
い
試
合
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

終
了
時
に
は
、
一
年
生
も
す
っ
か
り
二
・
三
年

生
に
と
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。
全
校
の
心
が
一
つ

に
な
っ
た
と
感
じ
た
時
間
で
し
た
。

文 責
教頭
羽 賀 義 易

℡ ４５ ２２０１-

授
業
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

多
数
の
参
加
に
感
謝
・
・
・

校
内
レ
ク

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で

！

全
校
、
心
一
つ
に

学
校
で
は
、
全
校
生
徒
が

安
全
で
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
色
々
な
訓
練

や
安
全
教
室
を
設
け
て
い
ま

す
。
★
交
通
安
全
教
室

四
月
二
十
六
日
、
大
鰐
警

察
署
員
２
名
を
招
き
、
Ｖ
Ｔ

Ｒ
や
講
話
等
で
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
外
に
出
て
自
転

車
点
検
を
し
ま
し
た
。
不
備

を
指
摘
さ
れ
た
人
は
、
早
急

に
整
備
し
、
安
全
な
自
転
車

で
登
校
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

★
防
犯
訓
練

五
月
十
七
日
、
校
内
に
不

審
者
が
侵
入
し
た
場
合
を
想

定
し
て
、
そ
の
時
ど
う
対
応

す
れ
ば
よ
い
の
か
を
訓
練
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
訓
練
に
も
大
鰐
警
察

署
員
が
来
て
く
れ
、
刺
股
の

使
い
方
等
も
指
導
し
て
く
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
避
難
訓
練

五
月
二
十
六
日
、
地
震
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

い
つ
、
何
が
起
き
て
も
第

一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
『
命
を
守
る
』
こ
と

で
す
。
機
会
を
捉
え
て
ご
家

庭
で
も
話
し
合
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

四
月
二
十
五
日
、
部
活
動
組
織
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
入
学
後
、
見
学
や
体
験
入
部
を
し
て
き
た

一
年
生
も
、
こ
の
日
か
ら
晴
れ
て
関
中
○
○
部
の

正
式
部
員
と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
先
輩
達

が
築
き
上
げ
て
き
た
各
部
の
伝
統
を
一
層
輝
か
し

い
も
の
に
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

。

今
年
度
の
各
部
部
長
と
部
員
数
を
紹
介
し
ま
す

・
陸
上
部

岩
崎
友
弥
（
十
一
人
）

・
野
球
部

木
村

雅
（
二
十
二
人
）（

）

・
水
泳
部

佐
々
木
奨
吾･

一
戸
彩
花

九
人

・
ス
キ
ー
部

小
田
桐
大
成
（
一
人
）

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

渡
辺

純
（
十
五
人
）

・
吹
奏
楽
部

三
浦
菜
月
（
十
九
人
）

・
創
作
部

石
川
愛
子
（
五
人
）

平
成
十
七
年
度

！

部
活
新
体
制
が
決
ま
る

学校生活を安全に、楽しく・・・


